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〈
資
料
紹
介
〉

横
山
大
観
・
菱
田
春
草
の
齋
藤
隆
三
宛
書
簡

―
前
期
日
本
美
術
院
の
五
浦
時
代
を
中
心
に

塩
田
　
釈
雄





解
題

　
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
で
は
、
令
和
四
年
度
に
企
画
展「
再
興
院
展
の
立
役
者　
齋
藤
隆

三
展
」（
会
期
：
令
和
四
年
十
月
八
日
～
十
一
月
二
十
七
日
）を
開
催
し
た
。
齋
藤
隆
三（
一
八
七
五

-

一
九
六
一
）は
千
葉
県
相
馬
郡（
現
・
茨
城
県
守
谷
市
）出
身
の
在
野
の
歴
史
家
で
、
近
世
の
風
俗

史
等
に
関
す
る
著
作
を
多
数
上
梓
し
て
い
る
。
ま
た
大
正
三
年
に
日
本
美
術
院
の
再
興
発
起
人
の
一

人
と
な
り
、
以
降
没
す
る
ま
で
経
営
者
と
し
て
同
美
術
団
体
の
運
営
に
携
わ
っ
た
人
物
と
し
て
も
知

ら
れ
、『
日
本
美
術
院
史
』『
大
痴
芋
銭
』『
横
山
大
観
』『
岡
倉
天
心
』等
、
日
本
美
術
院
と
関
連
作

家
の
史
伝
を
書
き
残
し
て
い
る
。
企
画
展
準
備
に
際
し
、
当
館
で
は
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
か
ら
齋

藤
隆
三
に
送
ら
れ
た
書
簡
複
数
通
の
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
彼
ら
の
五
浦
で
の
生
活

や
制
作
の
動
向
を
示
す
重
要
な
資
料
群
で
あ
る
。
特
に
大
観
書
簡
に
は
未
発
表
資
料
が
多
数
確
認
さ

れ
た
が
、
企
画
展
で
の
紹
介
は
一
部
に
留
ま
っ
た
。

　
調
査
対
象
と
し
た
書
簡
資
料
四
十
二
件
は
別
表
に
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
未
発
表

資
料
を
中
心
と
し
た
二
十
七
件
に
資
料
番
号
を
振
り
、
翻
刻
と
資
料
図
版
を
掲
載
し
た
。
な
お
春
草

書
簡
の
大
部
分
は『
菱
田
春
草
総
合
年
譜
』（
下
伊
那
教
育
委
員
会
、
一
九
七
四
年
）『
菱
田
春
草　
続
』

（
大
日
本
絵
画
巧
芸
美
術
、
一
九
七
八
年
）で
既
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
に
掲
げ
た
春
草
書
簡

は
四
件
に
限
っ
た
。

　
大
観
書
簡
の
う
ち
主
要
な
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
に
触
れ
た
い
。
齋
藤
隆
三
と
大
観
・
春
草

ら
の
交
友
が
本
格
化
し
た
の
は
、
日
本
美
術
院
の
絵
画
部
が
五
浦
に
移
転
さ
れ
て
間
も
な
い
明
治

四
十
年
の
年
始
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
。
齋
藤
隆
三『
自
敍
傳
』（
志
富
靭
負
、
一
九
六
一
年
、
以
下『
自

敍
傳
』）に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
年
一
月
六
日
に
い
は
ら
き
新
聞
社
の
佐
藤
秋
蘋（
勇
作
）と
五
浦
を

訪
れ
て
い
る
。〔
資
料
１
〕は
九
日
付
の
書
簡
だ
が
、
そ
の
冒
頭
に「
先
日
は
御
来
浦
被
下
候
處
失
礼

仕
候
／
御
宥
被
下
度
候
」と
あ
り
、
そ
の
面
会
は
決
し
て
満
足
の
い
く
内
容
で
な
か
っ
た
こ
と
が
窺

え
る
も
の
の
、
齋
藤
の
年
始
間
も
な
い「
来
浦
」を
裏
付
け
る
。
話
題
は
来
た
る
十
三
日
に
予
定
さ

れ
る「
五
浦
四
画
伯
招
待
会
」へ
と
展
開
し
、
十
五
日
付
の〔
資
料
２
〕は
同
招
待
会
に
対
す
る
礼
状

と
な
っ
て
い
る
。

　
〔
資
料
４
、５
、７
、８
〕に
は
支
援
者
の
飯
村
丈
三
郎
に
大
観
が
納
め
た「
佛
陀
」（
図
１
）の
制
作

経
緯
が
事
細
か
く
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
画
題
に
つ
い
て
、〔
資
料
４
〕で
は「
四
季
之
如
き
モ
ノ
」

を
描
く
こ
と
を
大
観
側
か
ら
提
案
し
て
い
る
が
、〔
資
料
５
〕に
は「
飯
村
様
御
高
嘱
之
作
品
画
題
委

細
拝
承
仕
候
間
御
指
示
之
如
く
近
々
執
筆
仕
り
度
存
居
候
」と
あ
る
。
す
な
わ
ち
飯
村
側
か
ら
何
か

し
ら
の
注
文
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
た
大
観
が「
小
生
の
画
題
人
物
に
は
釋
尊
か
観
音
相
画
き
度
く

存
申
候
へ
共
如
何
に
候
や
」と
仏
画
の
構
想
を
始
め
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
飯
村
か
ら
大
観
を
含

め
た
五
浦
の
四
作
家
へ
の
揮
毫
依
頼
に
つ
い
て
は『
自
敍
傳
』に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
書
簡
資

料
は
更
に
そ
の
内
容
を
補
う
も
の
で
あ
る
１
。

　
〔
資
料
11
〕は
大
観
の
大
阪
滞
在
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
十
一
月
二
十
五
日
に
大

阪
入
り
し
た
大
観
は
、
泉
布
観
で
滞
在
制
作
を
行
っ
た
ら
し
い
２
。『
美
術
新
報
』の
記
事
に
は
春
秋

会
の
歓
迎
を
受
け
た
と
あ
り
、
こ
れ
は
明
治
三
十
九
年
に
尾
竹
越
堂
、
北
野
恒
富
ら
に
よ
っ
て
大
阪

で
結
成
さ
れ
た
画
会
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。〔
資
料
11
〕は
明
治
四
十
一
年
二
月
四
日
付
で
、
大
観

の
大
阪
滞
在
が
前
年
か
ら
継
続
し
た
も
の
か
詳
ら
か
で
な
い
が
、
一
月
の
橋
本
雅
邦
葬
儀
の
際
に
は

大
阪
か
ら
駆
け
つ
け
、
ま
た
大
阪
に
と
ん
ぼ
返
り
し
た
ら
し
く
３
、〔
資
料
11
〕に
あ
る「
滞
坂
又
旅

行
も
ほ
と
〳
〵
い
や
に
相
成
申
候
間
近
々
に
帰
浦
仕
り
度
存
居
申
候
」と
の
文
面
か
ら
も
、
滞
在
が

長
期
間
に
及
ん
だ
も
の
と
想
像
で
き
る
。
こ
の
時
期
、
三
月
に
水
戸
で
開
催
さ
れ
る「
日
本
美
術
院

小
展
覧
会
」の
準
備
に
あ
た
っ
て
い
た
春
草
か
ら
齋
藤
に
送
ら
れ
た
書
簡
も
ま
た
、
大
観
の
不
在
を

仄
め
か
し
て
い
る
４
。
同
年
三
月
二
十
日
に
、
五
浦
に
戻
っ
た
大
観
か
ら
奈
良
の
新
納
忠
之
介
に
送

ら
れ
た
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
る
が（
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
蔵
）５
、
冒
頭「
少
々
い
や
に
相

成
候
為
本
月（
中
略
）十
一
日
帰
浦
仕
候
」と
五
浦
に
戻
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
更
に
新
納
宛
書

簡
に
は「
只
今
当
地
例
年
ニ
な
き
寒
気
日
ニ
陰
鬱
な
る
天
候
に
て
海
暴
れ
何
等
之
風
趣
も
な
く
候
／

猶
一
月
ほ
ど
滞
坂
之
方
面
白
き
事
な
り
し
と
帰
り
て
后
思
ゐ
出
申
候
」と
大
観
の
心
情
が
綴
ら
れ
、

そ
の
書
き
ぶ
り
等
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
大
阪
滞
在
期
間
は
明
治
四
十
年
末
か
ら
翌
年
三
月

頃
と
推
測
す
る
。

　
〔
資
料
12
〕で
は
、
同
年
秋
に
開
催
が
予
定
さ
れ
る
国
画
玉
成
会
出
品
作「
月
の
四
題
」の
構
想
が

語
ら
れ
て
い
る
。
大
観
が
実
際
に
出
品
し
た
の
は「
月
二
題（
煙
月
）（
凍
月
）」で
あ
っ
た
。
最
終
的

に
二
題
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
大
観
は
、「
こ
れ
は「
月
四
題
」と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
が
、

夏
と
秋
の
月
を
描
き
ま
し
た
か
ど
う
か
、「
煙
月
」と
は
春
の
月
、「
凍
月
」と
は
冬
の
月
、
間
を
ぬ

か
す
と
い
ふ
こ
と
も
な
か
ら
う
か
と
も
思
ひ
ま
す
が
、
或
は
そ
の
時
の
火
事
の
た
め
に
え
が
か
れ
な

か
つ
た
の
で
は
な
か
つ
た
か
、
今
よ
く
覺
え
て
ゐ
ま
せ
ん
。」と
語
っ
て
い
る
６
。
こ
こ
で
い
う「
火
事
」

（54）

1	



と
は
五
浦
自
邸
の
失
火
の
こ
と
で
、〔
資
料
17
〕に
は
、
執
筆
中
の「
展
覧
会
出
品
画
」が
火
の
手
の

上
が
る
自
邸
か
ら
外
に
持
ち
出
さ
れ
る
様
が
生
々
し
く
綴
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、〔
資
料

12
〕で「
此
頃
月
海
に
満
ち
居
候
」と
あ
る
よ
う
に
、
五
浦
の
景
観
か
ら
大
観
が
着
想
を
得
て
、
実
制

作
へ
と
結
実
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
〔
資
料
15
、
16
〕は
、
大
観
の
北
海
道
小
樽
滞
在
期
の
前
後
に
齋
藤
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、〔
資

料
15
〕投
函
後
の
六
月
二
十
八
日
、
現
地
に
到
着
し
て
い
る
。
観
山
と
の
小
樽
滞
在
は
揮
毫
を
目
的

と
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
野
本
淳
も
指
摘
す
る
よ
う
に
７
、
ボ
ス
ト
ン
か
ら
帰
国
し
た
岡
倉
覚
三（
天

心
）が
五
浦
に
帰
還
し
た
こ
と
を
受
け
、
急
遽
予
定
を
切
り
上
げ
て
大
観
ら
も
五
浦
に
戻
る
こ
と
に
な
っ

た
。〔
資
料
16
〕は
大
観
側
の
資
料
か
ら
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
、
文
面
か
ら
は
慌
た
だ
し
く
小

樽
を
発
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
〔
資
料
17
〕は
前
記
の
と
お
り
、
五
浦
の
大
観
邸
失
火
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。
火
事
に
つ
い
て

は
画
家
自
身
の
回
想
も
あ
る
が
、
よ
り
詳
細
に
顛
末
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
観
邸
失
火
の
日

付
は『
美
術
新
報
』を
根
拠
に
十
二
日
の
午
後
と
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
書
簡
に
よ
れ
ば

十
一
日
午
後
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
茨
城
の
地
元
紙『
い
は
ら
き
』が
報
じ
る
九
月
十
一
日
罹
災
が

正
確
な
情
報
で
あ
ろ
う
８
。〔
資
料
27
〕の
と
お
り
、
春
草
も「
十
一
日
五
浦
の
横
山
君
之
家
晝
間
出

火
致
し
全
家
焼
失
致
し
候
」と
齋
藤
に
伝
え
て
お
り
、
大
観
の
書
き
間
違
え
と
は
考
え
に
く
い
。

　
〔
資
料
18
、
19
〕は
名
古
屋
で
発
足
し
た「
大
観
画
会
」に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。
同
会
は
明
治

四
十
年
か
ら
名
古
屋
市
史
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
史
学
者
・
堀
田
璋
左
右
ら
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ

れ
た
も
の
で
、〔
資
料
19
〕に
申
込
書
が
附
属
す
る（
図
２
）。
大
観
は
名
古
屋
で
滞
在
制
作
を
行
っ

た
ら
し
く
、
齋
藤
隆
三『
横
山
大
観
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
五
八
年
）巻
末
の「
年
譜
」に
も

滞
在
が「
月
を
超
ゆ
」も
の
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
か
ら
は
注
文
が
殺
到
し
て
い
た
こ

と
が
読
み
取
れ
る
が
、
実
際
に
市
史
編
纂
室
に
い
た
花
見
朔
巳
な
ど
は
同
会
を
通
じ
て
作
品
を
求
め

た
ら
し
い
９
。
な
お〔
資
料
18
〕に
は
同
会
が「
辰
澤
様
発
起
」と
あ
り
、
辰
澤
と
は
大
観
の
支
援
者
・

辰
澤
延
次
郎
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
申
込
書
の
発
起
人
連
名
に
名
が
見
え
な
い
。
齋
藤
に
よ
れ
ば
、

辰
澤
が
当
時
大
観
の
何
か
し
ら
の
画
会
に
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
 10
、
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　
〔
資
料
20
、
21
〕は
第
三
回
文
部
省
展
覧
会
に
出
品
す
る「
流
燈
」（
茨
城
県
近
代
美
術
館
蔵
）に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。〔
資
料
20
〕は「
五
浦
戀
し
く
今
夜
急
行
に
て
一
先
つ
帰
宅
仕
展
覧
會
の
出

品
畫
な
り
作
り
上
げ
候
考
ニ
御
坐
候
」と
、
出
品
作
を
五
浦
で
描
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、〔
資
料
21
〕

は
完
成
し
た「
流
燈
」を
持
参
し
て
上
京
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
〔
資
料
24
～
27
〕の
春
草
書
簡
に
つ
い
て
も
簡
潔
に
概
要
を
示
す
と
、〔
資
料
24
〕は「
賢
首
菩
薩
」（
東

京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
）の
文
展
提
出
に
関
す
る
内
容
 11
。
水
戸
の「
日
本
美
術
院
小
展
覧
会
」会
期

中
に
齋
藤
に
送
ら
れ
た〔
資
料
25
〕は
制
作
の
仲
介
に
関
す
る
内
容
。〔
資
料
26
〕は
、
急
病
の
た
め

五
浦
を
離
れ
た
春
草
が
代
々
木
に
転
居
し
た
後
、
そ
の
予
後
を
伝
え
る
も
の
で
、
両
者
の
親
密
な
関

係
を
う
か
が
わ
せ
る
。〔
資
料
27
〕は
、
国
画
玉
成
会
に
向
け
て
制
作
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
て
い
る
が
、
結
果
的
に
出
品
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
な
お『
菱
田
春
草
総
合
年
譜
』『
菱
田
春
草　
続
』

掲
載
内
容
に
一
部
誤
植
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
別
表
の「
備
考
」欄
に
示
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
簡
資
料
は
明
治
四
十
～
四
十
四
年
の
大
観
・
春
草
の
動
向
を
詳
ら
か
に
し
、

今
後
の
大
観
・
春
草
研
究
に
お
け
る
重
要
な
資
料
と
考
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
ら
が
画
家
と
し

て
生
計
を
立
て
る
た
め
方
々
に
働
き
が
け
た
支
援
者
・
齋
藤
の
重
要
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

書
簡
資
料
か
ら
は
、
齋
藤
、
あ
る
い
は
齋
藤
の
兄
・
斐
を
通
じ
て
、
大
観
・
春
草
へ
の
作
品
の
注
文

が
相
当
数
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る（
個
別
の
注
文
の
詳
細
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
調
査
を
継
続
し
た

い
）。
ま
た
大
観
の
画
会
に
つ
い
て
も
、
名
古
屋
大
観
画
会
の
発
起
人
・
堀
田
は
歴
史
地
理
学
会
で

齋
藤
と
交
流
が
あ
る
人
物
で
あ
り
 12
、
学
界
に
お
け
る
齋
藤
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
大
観
の
画

会
結
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
あ
る
。〔
資
料
19
〕本
文
末
尾
の
宛
名
を
、
大
観
が
わ
ざ
わ

ざ「
齋
藤
学
士
」と
記
し
た
こ
と
も
、
学
者
と
し
て
の
齋
藤
を
立
て
る
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

同
年
十
二
月
に
は
齋
藤
と
笹
川
臨
風
の
肝
煎
り
で「
縦
横
会
」が
結
成
さ
れ
る
。
大
観
・
春
草
ら
画

家
と
齋
藤
ら
学
識
者
が
交
わ
っ
た
同
会
設
立
に
つ
い
て
、
齋
藤
は「
文
展
創
設
直
後
で
社
会
各
方
面

と
も
美
術
へ
の
関
心
が
強
く
な
つ
て
来
た
時
で
あ
る
。
新
画
樹
立
を
目
標
に
志
を
同
じ
う
せ
る
画
家

と
美
術
に
理
解
あ
る
学
者
と
連
衡
し
て
毎
月
一
回
飲
み
合
い
、
話
し
合
い
を
す
る
会
を
作
り
た
い
と

い
う
こ
と
に
な
つ
た
。」と
述
べ
て
い
る
 13
。
芸
術
家
と
学
者
の
接
近
を
目
指
し
た
同
会
は
、
名
古
屋

大
観
画
会
を
踏
ま
え
て
構
想
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（53）
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図２　大観画会申込書

【
佛
陀
添
書
】

　
　
　
佛
陀
之
図　
横
山
大
観
君
筆

本
図
は
明
治
四
十
年
三
月
常
陸
五
浦
に
於
て
の
作
に
し
て

実
に
降
魔
の
釈
尊
を
写
せ
る
も
の
也　
當
時
未
だ

作
家
自
題
の
箱
書
行
は
れ
ず
随
っ
て
大
観
君
の

如
き
も
此
図
ま
て
は
之
を
試
み
ら
れ
た
る
こ
と
な
か
り
し
も
の
な
り

こ
の
箱
書
ハ
即
ち
大
観
君
最
初
の
箱
書
な
り
と
す

箱
書
ニ
用
い
ら
れ
た
る
大
観
の
二
字
を
刻
す
る
印
ハ

君
が
自
書
を
刻
せ
し
め
た
る
も
の
に
し
て
當
時

纔
に
両
三
回
之
を
用
い
て
爾
後
用
ひ
ら
れ
ざ
り
し

も
の
な
り　

　
　
　
　
昭
和
二
年
秋　
齋
藤
隆
三
識

図１　横山大観「佛陀」明治40年

資料１
横山大観、菱田春草、木村武山	
「書簡・齋藤隆三・佐藤勇作宛」
明治40年１月９日

（52）
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注１　
�

こ
れ
ら
の
書
簡
資
料
を
踏
ま
え
た「
佛
陀
」の
制
作
経
緯
に
つ
い
て
は
小
泉
晋
弥「
齋
藤
隆
三
と

飯
村
丈
三
郎
と
五
浦
日
本
美
術
院
―
明
治
の
夢
の
織
物
」（『
再
興
院
展
の
立
役
者　
齋
藤
隆
三
』

展
図
録
、
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
、
二
〇
二
二
年
）に
詳
し
い
。

２　
『
美
術
新
報
』六-

十
九
、一
九
〇
七
年
。

３　
『
自
敍
傳
』九
七
頁
。

４　

�

菱
田
春
草「
書
簡
・
齋
藤
隆
三
宛
」明
治
四
十
一
年
一
月
三
十
日
付
、
二
月
十
六
日
付
、
二
月

二
十
九
日
付（
い
ず
れ
も
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
蔵
）。
特
に
二
月
二
十
九
日
付
書
簡

は
、
大
観
の
出
品
作
が
大
阪
か
ら
送
付
予
定
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。

５　

�『
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
所
蔵　
新
納
忠
之
介
所
蔵
目
録
』第
一
巻（
茨
城
県
天
心
記
念

五
浦
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
る
。
な
お『
美
術
新
報
』に
よ
れ
ば
、
日
本

の
古
美
術
研
究
の
た
め
来
日
し
た
ラ
ン
グ
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
指
導
を
新
納
に
託
す
る
た
め
、

大
観
は
大
阪
入
り
の
前
に
奈
良
の
新
納
を
訪
ね
て
い
る
。
三
月
二
十
日
付
新
納
宛
書
簡
で
は
、

「
ワ
ル
ナ
ア
様
と
も
か
け
違
ゐ
御
目
に
か
ゝ
る
お
り
ヲ
失
」っ
た
ま
ま
五
浦
に
戻
っ
て
き
た
と

綴
ら
れ
て
い
る
。

６　
横
山
大
観『
大
観
畫
談
』講
談
社
、
一
九
五
一
年
。

７　

�

野
本
淳「
大
観
・
観
山
の
小
樽
揮
毫
旅
行
―
明
治
四
十
一
年
―
」『
横
山
大
観
記
念
館　

館
報
』

第
十
二
号
、
一
九
九
四
年
。

８　
『
い
は
ら
き
』朝
刊
、
明
治
四
十
一
年
九
月
十
三
日
付
。

９　

�「
花
見
朔
巳
・
相
田
二
郎
両
氏
追
悼
特
輯
」『
歴
史
地
理
』八
八-

四
、一
九
五
八
年
。
な
お
、
同

記
事
掲
載
の
森
克
己
の
談
に
よ
れ
ば
、
森
の
主
導
に
よ
る
史
学
二
高
校
の
結
成
背
景
に
花
見
と

齋
藤
の
支
援
が
あ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
七
年
、
齋
藤
の
博
士
号
取
得
を
祝
い
同
会
が
祝
宴
を
聞

き
、
花
見
も
席
に
駆
け
付
け
た
よ
う
だ（『
自
敍
傳
』一
四
九
～
一
五
〇
頁
）。

10  『
自
敍
傳
』一
〇
〇
頁
。

11　

�

拙
稿「
齋
藤
隆
三
と
茨
城
の
美
術
史
形
成
に
つ
い
て
」『
茨
城
県
近
現
代
史
研
究
』七
、

二
〇
二
三
年
。

12　
『
自
敍
傳
』五
二
頁
。

13　
『
自
敍
傳
』三
二
〇
～
三
二
一
頁
。

凡
例

・
別
表
の
う
ち
、
資
料
番
号
を
振
っ
た
資
料
の
図
版
と
翻
刻
を
掲
載
し
た
。

・
原
則
的
に
書
簡
本
文
の
改
行
に
則
し
て
翻
刻
も
改
行
を
行
っ
た
。

・
資
料
中
の
実
際
の
表
記
に
関
わ
ら
ず
、
便
宜
上「
齋
藤
隆
三
」に
表
記
を
統
一
し
た
。

・
変
体
仮
名
は
現
行
表
記
に
改
め
た
。

・
判
読
不
能
な
文
字
は
□
と
し
た
。

・
翻
刻
は
小
泉
晋
弥（
茨
城
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
長
）と
共
同
で
行
っ
た
。
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拝
復　
先
日
は
御
来

浦
被
下
候
處
失
礼

仕
候　
御
宥
被
下
度
候　
昨

日
は
御
懇
書
被
下
有
難

く
拝
誦
仕
候　
此
度
は

御
丁
寧
な
る
御
招
待（
＊
）を

蒙
り
御
芳
情
奉
深

謝
候　
當
日
は
定
時
迄
に

必
す
罷
出
で
席

末
に
列
す
る
の
栄
を
得

度
存
申
候
間
万
事
宜

敷
様
御
高
教
奉

仰
候　
い
つ
れ
拝
鳳

之
上
御
礼
申
上
候
へ
共

不
取
敢
御
返
事
申

上
度
如
此
ニ
御
坐
候

　
　
　
　
　
　
　
敬
具

【
本
文
】

水
戸
市
上
市
い
は
ら
き
新
聞
社�

齋
藤
隆
三
様�

佐
藤
勇
作
様　
御
前

【
封
筒
表
】

常
陸
五
浦�

　
　
　
横
山
大
観

　
　
　
菱
田
春
草

　
　
　
木
村
武
山

一
月
九
日

【
封
筒
裏
】

資料１
横山大観、菱田春草、木村武山	
「書簡・齋藤隆三、佐藤勇作宛」
明治40年１月９日 （＊）1月13日に予定される「五浦四画伯招待会」（水戸・垂楊亭）。

一
月
九
日　
木
村
武
山

　
　
　
　
　
菱
田
春
草

　
　
　
　
　
横
山
大
観

佐
藤
勇
作
様

齋
藤
隆
三
様

	

梧
下

追
啓　
下
村
観
山
氏
目
下

上
京
中
ニ
有
之
候
間
早

速
御
芳
情
之
段
相
傳
へ

申
候　
十
二
日
迄
に
は
帰
浦

仕
る
べ
き
筈
に
約
束
仕
候
間

當
日
は
出
席
可
相
成

儀
と
存
申
候　
御
了
承

奉
仰
候

（50）
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【
本
文
】
拝
啓　
一
昨
日
は
御
盛
大

な
る
宴
特
ニ
生
等
の
為
ニ
御

催
し
被
下
御
多
用
中
に
も

不
係
す
こ
の
間
万
事
御
懇

篤
な
る
御
待
遇
を
蒙
り

一
同
光
栄
之
至
ニ
存
申
候　
此
段

厚
く
御
礼
申
上
候　
生
等
同
人
今

後
は
愈
熱
心
ニ
斯
道
研

鑽
ニ
相
尽
候　
御
高
誼
ニ
相

酬
ゐ
申
度
存
居
候
間
此
上

と
も
御
高
教
被
下
度
希
望

之
至
ニ
存
申
候　
い
つ
れ
近
日
拝

鳳
之
上
御
礼
申
上
候
へ
共
不
取

敢
御
礼
申
上
度
如
此
ニ
御
坐
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

水
戸
市
上
市
大
町

齋
藤
隆
三
殿

　
　
　
　
御
前

【
封
筒
表
】

茨
城
縣
多
賀
郡
大
津
町
五
浦

　
日
本
美
術
院

【
封
筒
裏
】

資料２
日本美術院
「書簡・齋藤隆三宛」
明治40年１月15日 （＊）茨城農工銀行の頭取を務めた長兄・齋藤斐。

一
月
十
五
日　
木
村
武
山

　
　
　
　
　
　
下
村
観
山

　
　
　
　
　
　
菱
田
春
草

　
　
　
　
　
　
横
山
大
観

齋
藤
頭
取
殿（
＊
）

齋
藤
隆
三
殿

　
　
　
　
侍
史

（49）
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【
本
文
】
拝
啓　
御
無
沙
汰
申
上
候

過
日
は
不
一
方
な
御
厚
誼

を
蒙
り
有
難
く
御
礼
申
上
候

此
上
と
も
の
御
高
教
願
上
候

上
京
之
御
約
束
仕
居
候
内
病

に
犯
さ
れ
同
行
者
に
亦
病

み
候
者
出
成
打
揃
ゐ
て
の
上

京
中
止
ニ
相
成
自
分
一
人

父
之
病
報
ニ
接
し
病
を

犯
し
て
出
京
仕
候
へ
と
も
遂
ニ

御
面
會
之
機
ヲ
失
し
帰
浦

仕
候　
遺
憾
の
至
ニ
存
申
候

御
尋
ね
之
儀
谷
中
に
美
術
院

ハ
御
座
な
く
候
へ
共
元
同
院

の
傍
ニ
正
員
岡
崎
雪
声

氏
罷
在
銅
像
類
一
切
の

業
務
ニ
従
事
仕
居
候
間
御

話
の
委
細
小
生
よ
り
承
り
候
上

相
傳
へ
問
合
せ
申
上
候
間
御
遠

慮
な
く
御
仰
せ
被
下
度
願
上
候

近
日
改
め
て
上
京
之
節

改
め
て
御
礼
申
上
度
先
ハ
御

返
事
迄
如
此
ニ
御
坐
候　
不
宣

　
　

　
　
廿
七
日　
横
山
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
貴
下

□
京
市
小
石
川
区
水
道
端

□
ノ
三
五　
飯
村
殿
邸
内

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

常
陸
大
津
町
五
浦

　
　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

資料３
横山大観	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治40年１月27日
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【
本
文
】
拝
啓　
先
日
は
上
京
中

不
一
方
に
御
温
情
に
預
り

只
〳
〵
う
れ
し
く
厚
く

御
礼
申
上
候　
何
卒
飯
村

様
に
よ
ろ
し
く
御
願
申
上
候

飯
村
様
御
高
嘱
の
作

品
は
金
子
と
共
ニ
委
細

余
の
木
村
下
村
両
君
ニ

モ
願
上
置
候　
い
つ
れ
画
題

東
京
小
石
川
水
道
端
二
ノ
三
五

飯
村
様
御
内

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

常
陸
大
津
町
五
浦

　
　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

ハ
別
段
御
望
み
モ
無
之
候

は
ゞ
四
季
之
如
き
モ
ノ
批

点
の
上
取
極
め
改
め
て
御

通
知
申
上
候
上
執
筆

仕
度
く
存
居
候　
ア
ー
ビ
ン
グ

の
像
は
早
速
小
生
共
展

覧
會
引
受
居
候
會
社
へ

申
遣
し
可
申
二
ヶ
月

間
は
御
猶
餘
被
下
度
願
上

度
候　
十
日
に
は
佐
藤

君
御
来
浦
相
成

御
趣
御
出
馬
如
何

に
候
や

其
内
近
々
上
京
之
節

は
又
々
御
厄
介
ニ
相
成

申
候　
重
ね
て
飯
村
様
ニ

よ
ろ
し
く
願
上
候

　
　
　
　
　
　
　
不
宣

二
月
九
日　
横
山
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
　
貴
下

資料４
横山大観
「書簡・齋藤隆三宛」
明治40年２月９日
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拝
啓　
先
日
は
態
々
御

下
給
被
遊
候
て
の
御
歓
待

ヲ
蒙
り
加
へ
て
會
之
儀
ニ

付
て
も
不
一
方
な
御
配
慮

を
相
願
ゐ
御
芳
情
之

段
誠
ニ
有
難
く
永

く
感
銘
仕
候
次
第
ニ
御
坐
候

此
上
と
も
末
永
く
御
高
教

奉
仰
候　
飯
村
様
御
高

嘱
之
作
品
画
題
委

細
拝
承
仕
候
間
御
指
示

之
如
く
近
々
執
筆
仕

り
度
存
居
候
間
宜
敷

御
願
申
上
候

【
本
文
】

東
京
市
小
石
川
区
水
道
端

二
丁
目
三
十
五　
飯
村
様
内

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

常
陸
大
津
町
五
浦

　
　
　
横
山
大
観

＊�（
朱
印「
常
陸
國
多
賀
郡
大
津
町

五
浦　
日
本
美
術
院　
大
觀
會
」

【
封
筒
裏
】

小
生
の
画
題
人
物
に
は

釋
尊
か
観
音
相
画
き

度
く
存
申
候
へ
共
如
何
に
候
や

御
都
合
ニ
御
聞
合
せ
御
一

報
被
下
度
御
願
上
候

御
写
真
御
御
送
り
被
下
有

難
く
御
礼
申
上
候
荊
妻

切
り
に
該
小
肖
ヲ
な
が
め

候　
あ
な
た
お
ね
む
そ
ふ
故

御
休
み
ニ
な
り
て
ハ
如
何
と

言
は
れ
候
時
ハ
か
ゝ
あ
の

神
通
力
ニ
當
て
ら
れ
し
か
と

一
寸
ぎ
ょ
つ
と
致
し
申
候

な
る
ほ
ど
何
處
や
ら
で
の

乱
酔
と
睡
眠
不
足
ハ

争
は
れ
ず
に
現
わ
れ
候

吾
れ
な
が
ら
吾
が
顔
か

い
や
に
相
成
り
申
候
ぜ
ひ

御
笑
ゐ
被
遊
候
事
と
存
じ
候

當
地
此
数
日
来
風
無
き
に

波
浪
高
く
所
謂
る
怒
濤

岩
ヲ
噛
み
天
に
軋
し
声
大

地
を
振
撼
致
し
物
す
ご
き

事
ニ
御
坐
候　
特
ニ
夜
間

月
な
く
氣
淑
く
冷
か

に
相
成
五
浦
荒
涼
之

様
ヲ
生
し
居
申
候

三
四
月
之
頃
は
都
で
な
り

此
之
近
處
で
な
り
再
び

拝
鳳
得
度
楽
み
居
申
候

飯
村
様
に
よ
ろ
し
く
願
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
不
宣

　
十
七
日　
　
横
山
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
　
貴
下

資料５
横山大観	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治40年２月17日

（46）
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【
本
文
】
拝
啓　
御
手
紙
再
度
有

難
拝
見
仕
候　
岡
崎
老
生

へ
も
早
速
御
旨
傳
へ
申

候　
兼
而
御
来
浦
之

節
御
依
嘱
之
尺
五
三

幅
拙
作
ニ
候
へ
共
出
来

致
居
候
處
右
ハ
貴
下
へ

御
届
け
申
上
べ
く
候
や
将
た

又
御
令
兄
様
迄
御
送
り

申
上
べ
き
も
の
に
候
や
御
指

示
仰
度
候　
其
節
御
令

兄
様
御
宿
処
モ
御
報

せ
被
下
度
願
上
候

近
頃
に
又
御
め
に
か
ゝ
り
度

ど
ふ
し
て
も
貴
下
が
水

戸
迄
御
出
な
く
て
ハ

だ
め
で
す　
御
訪
申
上

居
候　
不
宣

二
月
廿
四
日　
横
山
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
　
梧
下

東
京
市
小
石
川
区
水
道
端
二
丁
目

□
十
四　
飯
村
様
邸
内

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

常
陸
大
津
町
五
浦

　
　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

資料６
横山大観
「書簡・齋藤隆三宛」
明治40年２月24日

（45）
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【
本
文
】
拝
啓　
御
動
静
如
何

被
被
入
候
や　
此
頃
は
博

覧
會（
＊
）開
會
に
て
御
賑

は
し
き
事
と
存
申
候

本
月
末
に
は
東
京
見
物

に
罷
出
度
拝
鳳
楽
み

居
申
候　
数
日
前
帰
国
の
外

人
を
送
り
て
水
戸
ニ
佐
藤

君
渡
邊
君
等
と
會

□
京
市
小
石
川
区
水
道
端
町

□
目
三
十
四　
飯
村
様
邸
内

齋
藤
隆
三
様　
親
展

【
封
筒
表
】

常
陸
大
津
町
五
浦

　
　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

飲
仕
下
市
迄
横
行
仕
候

今
度
罷
出
候
節
ハ
都

合
に
て
筆
硯
相
携
へ
七

日
間
位
滞
京
之
筈
ニ
候

折
前
ニ
御
話
し
あ
り
し

飯
村
様
金
屏
揮
毫

仕
る
べ
き
様
の
御
手
配
相

願
は
れ
ま
し
て
候
や
御

高
配
奉
仰
候　
釋
迦

佛
ハ
一
枚
仕
上
り
居
申
候
へ
共

別
の
考
も
浮
み
出
居
候
ま
ゝ

金
屏
揮
毫
候
様
ニ
相

成
候
は
ゞ
其
節
罷

出
下
伺
時
ニ
画
き
度
と
も

存
居
候　
勿
論
出
来
居
り

候
モ
ノ
ハ
持
参
之
上
御
高

覧
ニ
供
し
申
候

御
伺
ゐ
迄
如
此
ニ
御
坐
候

　
　
　
　
　
　
　
　
不
宣

　
三
月
廿
二
日　
横
山
大
観

齋
藤
隆
三
様　
貴
下

資料７
横山大観	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治40年３月22日 （＊）東京勧業博覧会

（44）
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拝
啓　
昨
日
上
京

仕
居
候　
早
速
拝

趨
可
仕
筈
ニ
御
坐
候

處
愚
父
重
患
ニ

陥
り
居
候
為
本
意

に
背
き
居
申
候　
明
朝　

に
も
病
人
之
都
合

相
攬
て
罷
出
度

此
頃
ハ
何
時
御
出

勤
ニ
て
何
時
御
退

出
ニ
御
坐
候
や　
飯
村

様
釋
尊
も
二
幅

持
参
仕
候
間
其
節
御
高

覧
ニ
供
し
度
存
候

佐
藤
様
に
も
四
日

一
番
に
て
上
京
之
筈

ニ
御
坐
候　
二
日
に
同
氏
と

【
本
文
】

小
石
川
区
水
道
端
町
二
丁
目

三
十
四　
飯
村
様
邸
内

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

下
谷
区
谷
中
初
音
町
四
丁
目

一
三
四　
酒
井
方

　
　
　
　
　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

（＊）齋藤は3月29日に湯島切通坂町51番地に移住し、仮寓していた飯村丈三郎邸を離れる。

水
戸
に
會
見
仕
其
夜

　
　
　
　
拙
宅
よ
り
の

急
電
に
て
夜
一
時
頃

同
氏
ヲ
又
驚
可
候

昨
日
水
戸
一
番
に
て

上
京
仕
候
次
第
ニ
御
坐
候

万
樓
拝
鳳
を
期

し
申
度
何
卒

飯
村
様
に
も
よ
ろ
し
く

御
傳
声
被
下
度
願
上
候

御
別
居
之
御
家
は

御
定
ま
り
に
相
成

候
や（
＊
）　
不
宣

　
四
月
一
日　
横
山
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
貴
下

資料８
横山大観
「書簡・齋藤隆三宛書簡」
明治40年４月１日

（43）
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東
京
本
郷
区
湯
島
切
通�

坂
町
五
一

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

常
陸
大
津
町
五
浦

　
　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

【
本
文
】
誠
に
意
外
の
御
無

沙
汰
申
上
居
候　
御
宥

被
下
度
候　
芳
書
金
五

圓
為
換
劵
并
ニ
書
画

帖
正
ニ
御
預
り
申
上
候

目
下
画
伯
二
人
と
も

木
村
氏
ハ
軍
之
拾
集

ニ
應
せ
ら
れ
て
又
下
村

氏
ハ
博
覧
會
見
物

に
い
つ
れ
も
上
京
罷
在

候
間
本
月
末
諸
君

相
集
り
ニ
相
成
候
は
ゞ

右
画
帖
早
速
相

願
ゐ
申
上
度
存
居
候

間
御
了
承
被
下
度
候

春
草
氏
観
山
氏
へ
の

尺
八
二
幅
モ
機
を

見
テ
早
速
出
成

之
様
御
催
促
申
上
候

近
日
の
中
ニ
一
寸
上
京

仕
度
其
節
は
拝

鳳
ゆ
る
〳
〵
御
物
語
り

仕
度
楽
み
ニ
存
居
候

漸
く
五
浦
の
気

候
ニ
相
成
申
候
間

重
ね
て
此
度
は
ゆ
る
〳
〵

御
来
浦
被
下
度
待

被
居
申
候　
不
宣

　
六
月
十
一
日　
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
梧
下

資料９
横山大観	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治40年６月11日

（42）
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【
本
文
】
拝
啓　
過
日
は
炎

暑
に
も
不
係
態
々

五
浦
迄
御
出
馬
被
下

御
援
助
被
下
御
厚

情
何
ん
と
も
御
礼
の
申

上
様
も
無
之
只
だ
〳
〵

有
難
く
存
申
候　
御

帰
水
後
大
ニ
本
能

之
満
足
有
之
候
豫

定
に
候
處
五
日
に
来

る
べ
き
川
合
氏
四
日
ニ

春
草
氏
と
同
車
に
て
来

浦
せ
ら
れ
し
趣
の
急

電
有
之
候
為
終
列

車
に
て
水
戸
迄
乗
り
直
ニ

使
ヲ
垂
楊
亭
ニ
走

ら
せ
申
候
處
已
ニ
御
帰

舘
あ
ら
せ
ら
れ
候
由
ニ
付

重
ね
〳
〵
の
う
ら
み
を
呑
み

東
京
市
本
郷
区
湯
島
切
通
し

坂
町
五
三

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

常
陸
五
浦

　
　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

翌
朝
一
番
に
て
帰
浦

仕
候　
度
山
ニ
又
ヤ
サ
イ

モ
ノ
御
恵
送
相
成
候

趣
何
ん
と
も
御
礼
の
申

上
様
も
御
坐
な
く
候　
い
つ
れ

近
々
上
京
之
都
合

ニ
可
相
成
其
節
拝

鳳
ゆ
る
〳
〵
親
し
ん
て　

御
礼
申
上
度
先
ハ
不
取

敢
御
礼
迄
如
此
ニ
御
坐
候

　
　
　
　
　
　
　
不
宣

　
八
月
七
日　
横
山
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
貴
下

資料10
横山大観
「書簡・齋藤隆三宛」
明治40年８月７日

（41）
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東
京
市
本
郷
区
西
片
町

十
番
地
ろ
八
号

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

大
坂
北
区
泉
布
観

　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

【
本
文
】
拝
啓　
御
無
沙
汰

申
上
居
候　
御
芳
墨
之

御
依
嘱
品
有
難

く
存
申
候　
旅
之
事
故

近
々
帰
浦
之
上
執

筆
仕
御
高
覧
ニ
供
し
度

戸
村
様
分
も
何
卒

今
暫
く
御
猶
餘

相
願
度
宜
敷
願
申
候

今
度
は
内
地
旅
行

中
に
て
右
モ
時
日
ヲ
費

や
し
非
常
ニ
い
や
に
相
成

此
上
滞
坂
又
旅

行
も
ほ
と
〳
〵
い
や
に

相
成
申
候
間
近
々

に
帰
浦
仕
り
度
存
居
申
候

い
つ
れ
帰
浦
之
節

御
立
寄
り
委
細
御

話
し
も
仕
り
御
礼
申

上
度
先
ハ
遅
れ
な
が
ら

御
返
事
申
上
候　
四
五
日

奈
良
ニ
遊
び
居
失
礼

仕
居
り
候　
不
一

　
四
日　
　
　
大
観
拝

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
　
貴
下

資料11
横山大観	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治41年２月４日

（40）
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東
京
市
本
郷
区
西
片
町
十

ろ
八
号

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

横
山
大
観

　
常
陸
大
津
町
五
浦

【
封
筒
裏
】

　
　
小
包
料
上
京
之

　
　
際
御
返
し
申
上
候
間

　
　
よ
ろ
し
く
願
上
候

拝
啓　
此
度
は
又

東
京
府
よ
り
い
や

な
嘱
托
ヲ
受
け（
＊
）

十
四
五
日
ニ
上
京
之

筈
之
處
お
ふ
着

ヲ
き
め
二
十
七
八
日

頃
ニ
上
京
之
事
ニ

い
た
し
申
候
間

い
づ
れ
其
頃
拝

顔
之
栄
を
得

度
楽
み
居
り
候

【
本
文
】

戸
村
様
の
絵

い
つ
も
愚
作

に
て
御
高
需
ニ
相

叶
ゐ
候
や
如
何
と

恐
懼
罷
在
候

二
尺
巾
の
方
の

月
夜
帰
帆
の

圖
ハ
其
后
貴
兄

よ
り
御
内
話
之
分

之
積
に
て
認
め
申
候

よ
ろ
し
く
願
上
候

恰
も
此
頃
月
海

に
満
ち
居
候
為

其
に
此
秋
に
は
月

の
四
題
な
ど

出
品
せ
ん
か
と
工
夫

罷
在
候
ま
ゝ

い
つ
れ
も
月
夜

の
圖
ヲ
御
め
に

か
け
余
り
智

慧
な
さ
過
ぎ
候

様
ニ
て
候　
御
笑

ゐ
被
下
度
候

一
二
日
前
よ
り
漸

く
當
地
春
ら
し
く

相
成
申
候

先
ハ
用
事
の
み

拝
鳳
万
々
申
上
候

四
月
十
七
日　
大
観
生

　
齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
貴
下

（＊）第８回巽画会審査員のことか。

資料12
横山大観
「書簡・齋藤隆三宛」
明治41年４月17日

（39）
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【
本
文
】
拝
啓　
昨
日
は

失
礼
仕
候　
い
ろ
〳
〵

御
厚
配
を
辱
ふ
し

奉
謝
候　
別
紙

香
港
上
海
銀
行

手
形
金
二
百
七
十
二

円
七
十
三
戔
印

度
カ
ル
カ
ッ
タ
ヨ
リ
去

年
送
り
候
展

覧
會
の
内
の
賣
レ

高
相
送
り
越
し

候
も
の
ニ
有
之
候
へ
共

三
井
銀
行
に
御
相

談
被
下
何
と
か

御
引
換
へ
被
下

候
様
の
御
計
為　

願
上
度

　

�

小
生
ハ
一
回
モ�

上
海
銀
行
と
取
引
不
仕
同
行
ニ
て

　

�

小
生
の�

身
元�

相
分
り�

兼
ね�

候
へ
ば

自
然
保

証
人
ヲ
相
要
し
申
候

事
と
存
申
候
へ
共
其
節

は
貴
下
に
て
宜
敷

願
上
度
猶
又

三
井
銀
行
に
て

取
扱
ゐ
兼
ね
候

様
の
次
第
ニ
候
は
ゞ

小
生
横
濱
迄
参

ら
ず
に
現
金
受

取
り
候
様
之
都
合

に
致
し
候
に
は
如
何

様
に
致
候
て
か
然
や

御
行
外
国
課
の
御

【
封
筒
表
】
東
京
市
本
郷
区
西
片
町
十

ろ
八
号

齋
藤
隆
三
様　

　
　
　
親
展

横
山
大
観

　
常
陸
大
津
町
五
浦

【
封
筒
裏
】

仁
に
御
問
合
せ
之
上

御
返
送
被
下
度

　
　
　
　
願
上
候

誠
に
御
手
数
相
掛

け
申
譯
無
之
候

へ
共
帰
り
早
々
の
事
と
て

再
度
之
上
京
も

お
つ
く
ふ
に
存
じ
申
候
間

何
分
よ
ろ
し
く
願
上
候

万
一
御
引
換
被
下
候

節
ハ
當
地
に
銀
行
無
之

候
間
小
分
し
て
郵
便

為
換
に
て
御
面
倒

願
上
度
居
候　
右

御
願
迄
如
此
ニ
御
坐
候

　
　
　
　
　
　
不
一

　
二
日　
　
　
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
貴
下

　
裏
書
ハ
い
た
し
置
申
候

　
日
附
ハ
月
曜
の
日
附

　
に
致
置
申
候

資料13
横山大観	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治41年５月２日

（38）
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東
京
市
本
郷
区
西
片
町

十
ろ
ノ
八
号

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

横
山
大
観

　
常
陸
大
津
町
五
浦

【
封
筒
裏
】

【
本
文
】
毎
々
御
邪
間
仕
候
上

先
日
は
御
留
守
中

帰
浦
欠
礼
御
免
被
下

度
候　
春
草
兄
ニ
付
き

再
三
御
芳
書
ヲ
辱
ふ

し
一
昨
日
ニ
引
換

へ
本
日
は
一
同
大
ニ
安

堵
仕
候　
御
親
切
之

段
有
難
く
奉
謝
候

猶
何
卒
充
分
東
京
に
て

療
養
有
之
候
様

御
忠
告
奉
仰
候

先
ハ
不
取
敢
御
礼

迄
申
上
仕
候　
都
合
に
て

月
末
神
戸
へ
二
三

泊
が
け
に
て
出
張

候
考
帰
路
に

は
御
厄
介
ニ
相
成

度
と
存
居
候　
拝
鳳

之
上
改
め
て
御
礼

申
上
候　
不
一

二
十
四
日　
　
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
貴
下

資料14
横山大観
「書簡・齋藤隆三宛」
明治41年５月24日

（37）
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【
本
文
】
昨
日
は
誠
に
御
迷

憾
な
る
儀
御
願

申
上
候　
特
ニ
御
令
兄

ヲ
相
煩
は
し
御

䕃
に
て
早
速
事

件
進
行
候
様

相
成
誠
に
有
難
く

く
御
芳
情
奉

謝
候

下
村
君
に
は
一
向
に

気
付
か
ず
し
て
横

濱
住
友
銀
行
戸

村
様
宛
ニ
作

品
発
送
候
由

誠
に
失
礼
致
候
と

申
居
ら
れ
候
水
戸

戸
村
様
分
は
未

だ
着
手
相
成
り

居
り
不
申
候　
早
速

執
筆
可
仕
筈
之

處
本
日
よ
り
上

東
京
市
本
郷
区
本
郷
西

片
町
十
ろ
の
八
号

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

横
山
大
観

　
常
陸
大
津
町
五
浦

【
封
筒
裏
】

京
美
術
学
校

之
用
事
并
ニ
病

知
人
ヲ
訪
ね
候
為

廿
五
日
頃
帰
浦

之
ニ
付
北
海

道
ニ
て
相
認
め
御

送
申
上
候
様
申

居
ら
れ
候
小
生
分

加
倉
井
様
分
ハ

二
三
日
内
ニ
作
製

水
戸
御
令
兄
迄

御
送
り
申
上
候

中
古
美
人
も
出

来
致
さ
せ
度
存

居
候　
不
備

廿
二
日
朝　
横
山
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
貴
下

資料15
横山大観	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治41年６月22日

（36）
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東
京
本
郷
区
西
片
町
十

ろ
八
号

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

横
山
大
観

　
常
陸
大
津
町
五
浦

【
封
筒
裏
】

【
本
文
】
拝
啓　
御
無
沙
汰

申
上
候　
本
月
中
ハ

滞
樽
之
考
な
り
し
が

岡
倉
先
生
廿
二
日
帰

京
之
飛
電
ニ
接
し

申
候
為
中
途
に
て

帰
浦
仕
候
為
何
の

御
土
産
も
持
帰
り

候
い
と
ま
も
な
く
残

念
ニ
存
申
候　
帽
子

モ
切
地
ハ
出
来
致
し

居
り
な
か
ら
金
泥
不
足

ニ
相
成
候
為
延
引

仕
候　
其
内
近
々
御

送
り
申
上
候　
水
戸
い

は
ら
き
新
聞
の
園

遊
會
に
は
御
出

席
ニ
相
成
候
や

奉
伺
上
候　
不
一

　
二
十
六
日　
大
観

齋
藤
隆
三
様

資料16
横山大観
「書簡・齋藤隆三宛」
明治41年７月26日

（35）
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拝
啓　
早
速
御
見
舞

ヲ
辱
ふ
し
奉
謝
候

愚
妻
と
共
ニ
幸
ニ

無
事
御
安
神
被
下

度
候　
頃
日
来
展
覧

會
出
品
画
に
て
自
宅

に
執
筆
罷
在
候
去

十
一
日
午
后
あ
わ
た
ゞ

し
き
下
女
之
声
ニ
驚

か
さ
れ
立
出
で
見
候
處

　
　
　
　
　
　
其
迄
に

余
程
時
間
ヲ
相
圣
た
る

も
の
と
相
見
ゑ
折
柄
の

強
風
に
あ
ほ
ら
れ
て
湯

殿
一
面
ハ
白
煙
ニ
漲
り

居
候
故
不
取
敢
屋
根
ニ

上
り
候
處
已
に
家
根

全
体
ヨ
リ
白
煙
の
立

昇
る
次
第
故
時
機

後
れ
た
り
と
存
じ
直
ニ

出
品
画
と
筆
硯
の
半

ヲ
持
出
し
妻
ハ
中
二

階
ニ
走
り
下
女
ハ
岡
倉

先
生
方
ニ
走
り（
下
男
不
在
）

小
生
二
度
目
ニ
家
ニ
入
ら

ん
と
せ
る
時
ハ
全
家
已
ニ

火
焔
ニ
包
ま
れ
寸
前

も
入
る
ヲ
得
ざ
る
次
第

妻
ハ
又
白
煙
ニ
包
ま
れ

て
一
品
も
出
す
の
余
祐

な
く
し
て
打
倒
れ
居
候

内
漸
々
四
五
の
人
々

か
け
付
先
つ
以
而

身
ヲ
以
テ
僅
カ
に
免
れ
候
様

の
始
末
に
て
殊
に
当
日
ハ

い
つ
も
二
三
人
ハ
近
所

【
本
文
】

東
京
市
本
郷
区
西
片
町
十

ろ
八
号

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

五
浦
岡
倉
様
内

　
　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

の
海
な
り
山
な
り
に
見
ゑ

し
人
も
見
ゑ
不
申

御
承
知
之
如
き
僻
陬

の
地
と
て
人
々
の
か
け

つ
け
し
時
ハ
已
ニ
全

家
火
焔
ニ
包
ま
れ

居
申
候　
幸
ニ
人
々
の
助

力
に
て
妻
之
衣
類
之
一

半
も
取
出
し
申
候

来
月
ハ
上
京
之
用
向

も
有
之
再
築
迄
も

相
應
ニ
時
日
ヲ
要
し
候

事
故
茲
暫
く
東
京

ニ
其
よ
り
滞
在
仕
ら

ん
か
と
も
存
居
候

い
つ
れ
拝
趨
方
々
御

礼
申
上
候
へ
共
不
取
敢

右
御
し
ら
せ
申
上
候

又
新
た
な
る
世

界
に
生
れ
出
候
様

に
て
若
返
り
居
候
心
地

い
た
し
申
候　
御
令

夫
人
に
も
よ
ろ
し
く

願
上
候　
　
不
備

　
十
三
日　
　
横
山
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
　
貴
下

資料17
横山大観	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治41年９月13日

（34）
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拝
復　
先
日
は
罷
出
で

御
厚
情
ニ
預
り
有

難
く
御
禮
申
上
候

名
古
や
行
の
件
ニ
付
詳

細
御
通
知
被
下
拝
誦

仕
候　
例
の
辰
澤
様

発
起
の
後
援
会
相

定
ま
り
居
り
候
は
ゞ
早

速
に
も
上
京
六
日
前
ニ

名
古
や
へ
罷
出
で
べ
キ
な
れ

ど
右
会
四
月
十
五
日

頃
迄
の
間
ニ
決
定
の
筈

ニ
有
之
多
分
十
二
日
前
ニ

は
相
き
ま
り
可
申
と
存
じ

候
間
御
指
示
ニ
従
ゐ

余
義
な
き
故
障
出
来

致
さ
ゞ
る
限
り
十
二
日
ニ

東
京
出
立
名
古
や

へ
参
り
候
様
仕
り
度
く

候
間
何
卒
堀
田

様
ニ
よ
ろ
し
く
御
願

申
上
候　
い
つ
れ
来
月

七
日
ニ
は
上
京
仕
り
候
間

其
上
に
て
委
細
御
高

教
重
ね
て
仰
度
く
存
居
候

見
本
と
し
て
尺
八
物
四

枚
許
二
日
カ
三
日
迄
ニ

御
手
元
迄
差
出
し
申
上
候

間
是
又
御
手
数
な
が
ら

堀
田
様
の
方
へ
御
回

送
被
下
度
他
ニ
昨
秋

展
覧
會
出
品
画
之

写
真
版
二
葉
其
節

御
送
り
申
上
候

【
本
文
】

東
京
市
本
郷
区
西
片
町
十

ろ
八
号

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

常
陸
五
浦

　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

ミ
シ
ン
御
預
り
被
下
居
由

有
難
く
存
申
候　
遂
い

忘
れ
居
候　
金
子
ハ
七
日

ニ
上
京
之
節
持
参

仕
る
べ
く
水
谷
様
ニ

よ
ろ
し
く
御
傳
声
被
下

度
願
上
候

御
令
閨
ニ
よ
ろ
し
く

願
上
候　
先
日
帰
浦
以
来

漸
く
一
日
丈
海
平
な
り
し
も

其
后
日
々
ニ
荒
れ
居

　
　
　
　

 

周
囲
の
事
情
モ
加
へ
て

住
む
に
堪
へ
難
き
感

　
　
　
　
　
御
坐
候

卅
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
御
前

資料18
横山大観
「書簡・齋藤隆三宛」
明治42年３月30日

（33）

22	



東
京
市
本
郷
区
西
片
町
十

ろ
八
号

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
御
前

【
封
筒
表
】

名
古
屋
千
秋
楼

　
　
横
山
大
観

十
日

【
封
筒
裏
】

拝
啓　
昨
日
は
堀
田

学
士
水
谷
令
兄
成

瀬
君
等
の
出
迎
を
受

け
千
秋
楼
ニ
無
事

（
今
度
は
門
前
払
ゐ
ヲ
不
受
）

到
着
夜
半
ま
で
快

飲
仕
候　
堀
田
学
士

の
多
忙
中
に
も
不
係

印
刷
物
や
ら
其
他
の

あ
つ
せ
ん
誠
に

【
本
文
】

恐
縮
之
他
無
之
候

水
谷
令
兄
に
も
小

生
滞
在
中
之
家

屋
の
心
配
有
之
昨
日

ハ
家
検
分
に
堀
田

氏
等
三
氏
と
共
に
参
り

一
家
ヲ
暫
時
な
り

構
へ
候
様
都
合
に
御
坐
候

目
下
確
定
の
分

尺
三
尺
五
モ
ノ
三
十

枚
有
之
候
趣
不
成

効
ニ
は
終
ら
ざ
ら
ん
か

と
申
居
ら
れ
候
へ
共

内
宿
処
モ
定
ま
り

可
申
前
二
三
日
は

千
秋
楼
ニ
罷

在
候　
一
家
相
持

ち
候
様
ニ
相
成
候

は
ゞ
早
速
愚
妻

ヲ
よ
び
付
け
候
考
ニ

御
坐
候　
委
細
後

便
に
申
上
候　
先
ハ
到

宿
之
御
し
ら
せ
迄

　
　
　
　

 

如
此
御
坐
候

御
令
閨
に
よ
ろ
し
く

餘
後
之
御
用
心

大
事
ニ
祈
上
候

　
　
　
　
不
一　

　
　
　
　
大
観
拝

　
齋
藤
学
士
様

　
　
　
　
　
御
前

資料19
横山大観	
「大観書簡」
明治42年５月10日

（32）
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本
郷
区
西
片
町
十

ろ
の
八
号

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

本
郷
千
駄
木
町

　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

拝
啓　
前
日
は
御
約

束
仕
置
き
な
が
ら
差

支
え
起
り
候
為
失

禮
と
は
存
じ
な
が
ら
暫

く
延
引
仕
置
候
處

昨
今
の
暑
氣
ハ

飲
み
會
之
念
も
起

り
不
申
飲
ん
で
も

余
り
う
れ
し
か
ら
す

近
處
に
て
ハ
い
づ
れ

【
本
文
】

有
象
無
象
之

諸
人
参
集
ひ
ど
き

か
と
お
そ
ろ
し
く
存
じ

申
候
間
勝
手
が
ま
し

き
次
第
な
れ
ど
も
ず

つ
と
相
延
ば
し
此

次
九
月
初
め
上
京

之
途
次
ニ
仕
り
度

不
悪
御
諒
承
被
下
度

願
上
候　
用
事
も
有
之

候
間
今
暫
く
滞

京
仕
度
候
へ
共
堪

へ
が
た
き
暑
さ
に
進
ま

ぬ
な
が
ら
五
浦
戀

し
く
今
夜
急
行

に
て
一
先
つ
帰
宅

仕
展
覧
會
の
出
品

畫
な
り
作
り
上
げ
候
考

ニ
御
坐
候　
御
ひ
ま
も

御
坐
候
は
ゞ
何
と
か

御
都
合
被
遊
御
令

閨
御
同
道
に
て
二
三
日
な
り

と
も
御
来
遊
被
下
度

待
被
居
申
候　
先
ハ

御
詫
や
ら
御
断
迄

如
此
ニ
御
坐
候　
不
一

　　
十
七
日　
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
御
前

資料20
横山大観
「書簡・齋藤隆三宛」
明治42年７月17日

（31）

24	



本
郷
区
西
片
町
十
ろ
八
号

齋
藤
隆
三
様　

　
　
　
御
前

【
封
筒
表
】

千
駄
木
町

　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

【
本
文
】
毎
日
鬱
陶
敷
天

氣
に
て
閉
口
仕
候

御
承
知
之
院
の
宿

老
剣
持
忠
四
郎
氏

突
然
死
去
候
為
小

生
一
昨
日
四
日
午
后
上

京
候
へ
共
昨
日
は

　
　
　
　
　
同
氏
宅

熊
谷
ニ
一
日
ヲ
費
し

本
朝
又
帰
浦
仕

り
候
十
二
日
ニ
は
出

品
畫
携
へ
上
京

ゆ
る
〳
〵
滞
在
候
考

ニ
付
其
節
拝
鳳

仕
り
度
此
度
は
失

禮
仕
候　
玉
成
會
之

（＊）国画玉成会研究会展覧会
（＊＊）明治43年に東京帝国大学で講義した「泰東巧芸史」か。

資料21
横山大観	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治42年10月６日

研
究
會（
＊
）と
や
ら
エ

無
断
に
て
生
の
旧
作
ヲ

陳
列
せ
ら
れ
乱

暴
ニ
驚
き
申
し
候

岡
倉
氏
大
学
の

講
座
ヲ
擔
任
ス
ル
事　

ニ
相
成
候
と
か
ニ
て（
＊
＊
）

大
得
意
ニ
御
坐
候

取
急
ぎ
御
詫
迄　

　
　
　
　
　
　
草
々

　
六
日
朝　
　
大
観

齋
藤
隆
三
様

（30）
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【
本
文
】
一
昨
日
は
態
々
御
令

閨
之
御
来
訪
を
辱
ふ
し

折
悪
し
て
不
在
に
て
失

禮
仕
候　
加
へ
て
珍
品

に
て
大
好
物
な
る
那

珂
の
名
魚
御
恵
贈

本
郷
区
西
片
町
十
ろ
ノ
八
号

齋
藤
隆
三
殿　

　
　
　
御
前

【
封
筒
表
】

池
ノ
端
茅
町

二
ノ
二
五　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

被
下
誠
に
有
難
く

厚
く
御
禮
申
上
候　
其

内
拝
趨
御
禮
申
上

候
へ
共
先
ハ
御
禮
迄
申
上
候

何
ん
だ
か
ご
た
〳
〵
い
た
し
候

お
ち
つ
き
不
申
居
候

昨
日
ハ
不
在
ニ
候
ヘ
共

夕
刻
に
て
も
御
令
閨

御
同
道
御
来
遊
被
下
度

　
　
待
上
申
候　
頓
首

　
二
十
二
日　
　
大
観

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
御
前

資料22
横山大観
「書簡・齋藤隆三宛」
明治42年10月22日

（29）
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東
京
本
郷
西
片
町
十

ろ
八
号

齋
藤
隆
三
様

【
封
筒
表
】

相
模
逗
子

　
　
横
山
大
観

【
封
筒
裏
】

【
本
文
】
御
手
紙
拝
見
仕
候　
先
日

之
暴
風
雨（
＊
）は
中
々

の
烈
し
さ
に
て
借
宅

も
床
迄
浸
水
致
し
候

へ
共
何
等
の
障
り
も

無
之
御
安
心
被
下
度

候　
逗
子
も
小
天
地

に
て
少
々
壓
き
申
候
間

来
月
十
日
前
后
に
は

修
善
寺
の
方
へ
参
り

八
月
半
迄
に
は
帰
京

仕
候
考
に
御
坐
候

尺
五
の
モ
ノ
い
つ
れ
帰

京
之
上
拝
眉
之
上

執
筆
仕
り
度
此

頃
に
関
西
へ
御
旅
行

之
由
道
中
折
角

御
加
養
祈
上
候

　
　
　
　
草
々

三
十
一
日　
大
観

齋
藤
隆
三
様

（＊）7月25日から26日にかけて東海から関東地域に被害をもたらした暴風雨のこと。

資料23
横山大観	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治44年７月31日

（28）
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資料24
菱田春草
「書簡・齋藤隆三宛」
明治40年10月６日

東
京
本
郷
切
通
阪
町
五
十
一

齋
藤
隆
三
様　
親
展

【
封
筒
表
】

茨
城
縣
多
賀
郡
大
津
町
五
浦

　
菱
田
春
草

　
十
月
六
日

【
封
筒
裏
】

【
本
文
】
拝
啓　
過
日
は
遠
路

御
光
臨
被
下
候
處
何
の

風
情
も
無
之
誠
ニ
失
礼

仕
候　
昨
今
は
展
覧
会

出
品
畵
製
作
中
に
て

終
日
苦
み
居
申
候　
多
分

十
日
頃
に
は
全
部
出
来

可
仕
と
豫
想
致
居
候　
越
て

十
二
日
は
作
物
携
帯

上
京
致
し
度
と
存
居
候

其
折
は
三
四
日
又
々
大
御

厄
介
を
御
煩
し
申
度
存
居
候

御
約
束
之
繪
端
書
は
御

承
知
之
如
く
に
て
終
に
出
来

不
申
此
度
は
少
々
筆
墨

も
携
帯
可
仕
候
得
は
御
宅
に

て
執
筆
可
仕
と
存
居
候

い
つ
れ
拝
眉
之
上
萬
々

可
申
上
候　
　
匆
々
頓
首

　
十
月
六
日　
菱
田
春
草

齋
藤
隆
三
様

　
　
　
座
右

（27）
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拝
啓　
御
無
沙
汰
致
し

申
訳
も
御
座
な
く
候
戸
村
様

御
知
人
之
二
枚
折
屏
風
揮

毫
之
義
御
紹
介
被
下

難
有
承
知
仕
候　
毎
々
御
高
志

之
ほ
ど
感
泣
之
至
に
奉
存
候

詳
細
之
義
は
同
氏
よ
り
拝
承

之
上
に
て
執
筆
に
仕
候
間
左
様

御
承
知
被
下
度
候　
佐
藤
君（
＊
）

に
は
急
病
に
て
御
入
院
被
成

候
由
報
知
に
接
し
驚
入
申
候

誠
に
御
氣
の
毒
千
萬
何
共

申
上
様
も
無
之
候　
小
生
等
四

人
之
中
に
て
一
人
に
て
も
早
速

上
京
御
見
舞
致
度
と
存

候
處
生
憎
昨
今
何
分
に
も

手
の
離
せ
ぬ
要
事
に
差
か
ゝ
り

【
本
文
】

東
京
本
郷
西
片
町
十
ろ
八

齋
藤
隆
三
様　
親
展

【
封
筒
表
】

常
陸
多
賀
郡
大
津
町

五
浦　
菱
田
春
草

【
封
筒
裏
】

乍
遺
憾
も
欠
礼
致
す
様

相
成
候　
貴
兄
に
は
愈
近
日

京
坂
地
方
へ
御
旅
行

可
被
遊
候
由
何
か
と
御
多
忙

之
御
事
と
存
候　
先
日
御
紹
介

　
　
　
戸
村
様
御
紹
介
の
分
も
併
せ
て

を
辱
ふ
せ
し
梅
里
様
の
畫

は
揮
毫
致
し
置
き
御
帰

京
ま
て
に
御
届
け
申
上
心

算
に
候
間
是
又
御
承
知
置

被
下
度
候　
先
は
御
返
事
旁
々

當
用
ま
て
此
度
の
御
旅
行

萬
福
を
奉
祈
候　
敬
具

　
三
月
十
四
日　
菱
田
春
草

　　
齋
藤
隆
三
様

　
　
　
　
　
座
右

（＊）佐藤秋蘋か。

資料25
菱田春草	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治41年３月14日

（26）
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炎
暑
難
堪
候
處
愈
々

御
清
光
奉
賀
候　
扨
て
小
生

其
后
眼
之
方
も
追
々
快
く

相
成
候　
一
二
日
前
河
本
さ
ん（
＊
）

も
旅
行
よ
り
帰
ら
れ
診
察

受
候
處
余
程
よ
ろ
し
く

相
成
候
由
申
居
ら
れ
候　
過
日

林
蓮
太
郎
氏（
＊
＊
）之
診
察
を

受
仕
候
處
腎
臓
病
に
て
慢

【
本
文
】

市
内
本
郷
区
西
片
町
十

ろ
ノ
八
号

齋
藤
隆
三
様　
親
展

【
封
筒
表
】

府
下
豊
多
摩
郡

代
々
木
字
山
谷
百
十
七
、

　
　
　
菱
田
春
草

八
月
十
五
日

【
封
筒
裏
】

性
に
な
り
居
り
自
分
之
考
に

て
は
四
五
年
前
よ
り
悪
し
か
り

し
と
の
事
な
り
同
氏
之
診
察

室
に
は
御
談
も
有
之
候
如
く
に
て

機
械
も
具
り
居
り
小
生
之
尿
も

顕
微
鏡
に
て
試
験
致
し

体
之
診
察
も
充
分
注
意
を

拂
は
れ
養
生
法
を
精
細
に

語
ら
れ
候　
大
体
運
動
を

避
け
滋
養
物
を
食
し
種
々

忌
避
ひ
之
食
物
も
教
へ
ら
れ

候　
薬
は
散
薬
に
て
殊
に
よ
き

薬
な
り
と
か
全
快
ま
て
に
は
長

く
急
に
は
回
復
せ
さ
る
由
申

居
ら
れ
候　
小
生
は
畫
を
か
く

由
申
候
處
病
氣
之
方
に
は

大
へ
ん
都
合
よ
ろ
し
と
申

居
ら
れ
候　
夫
や
是
や
に
て
近
き

中
に
報
筆
い
た
さ
ん
か
と
存

居
候

貴
兄
に
は
其
后
御
か
わ
り

も
無
之
事
と
存
候　
幸
に

御
自
愛
可
被
成
候

　
　
　
　
　
敬
具

　
八
月
十
五
日　
　
　
春
草
生

　
　齋

藤
隆
三
様

　
　
　
　
　
　
座
右

（＊）河本重次郎か。
（＊＊）�晩年の明治44年にも同医師に罹っている。�

（勅使河原純『菱田春草とその時代』六藝書房、1982年）

資料26
菱田春草	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治41年８月15日

（25）

30	



拝
啓　
御
無
沙
汰
仕
候

益
々
御
清
光
奉
賀
候

扠
て
其
後
小
生
病
気
も

追
々
快
方
に
相
向
ひ
眼
病
は

殆
ど
使
用
に
差
支
へ
無
之
候

腎
臓
之
方
は
慢
性
之
事

と
て
ど
ふ
も
急
に
は
回
復
之

望
も
御
坐
な
く
心
痛
に
御
坐
候

先
頃
よ
り
展
覧
会
出
品

畫
に
着
手
せ
ん
と
比
較
的

大
面
積
の
モ
ノ
用
意
致
し
候

へ
と
も
身
体
之
疲
労
を
覺

へ
候
故
中
止
致
し
小
物
に
揮

毫
可
致
準
備
致
し
候　
是

も
昨
今
風
邪
に
て
執
筆
見

合
せ
居
候　
開
会
ま
て
に
は
時
日

も
有
之
候
間
其
中
に
着
手

可
仕
御
承
知
之
如
く
に
て
大
な

る
も
の
は
や
め
に
致
し
出
来
上
り

之
畫
は
平
々
凡
々
之
も
の
に
御

【
本
文
】

市
内
本
郷
西
片
町
十
、
ろ
ノ
八
号

齋
藤
隆
三
様　
親
展

【
封
筒
表
】

府
下
豊
多
摩
郡
代
々
木

字
山
谷
百
十
七
、

　
　

  

菱
田
春
草

九
月
十
九
日

【
封
筒
裏
】

坐
候　
唯
々
場
所
閉
き
に
出

品
致
す
考
に
御
坐
候　
最

早
新
聞
に
て
御
承
知
の
事

に
候
得
と
も
本
年
は
玉
成

会
展
覧
会
を
文
部

省
之
と
同
時
に
開
会
致
す

由
に
候
得
は（
表
面
未
た
発
表
致
さ
ず
）

小
生
も
玉
成
会
へ
出
品

致
す
考
に
御
坐
候　
去

十
一
日
五
浦
の
横
山
君
之
家

晝
間
出
火
致
し
全
家

焼
失
致
し
候
由
氣
之
毒

之
至
に
御
坐
候　
再
築
ま
て

東
京
へ
す
ま
い
由
一
両
日
中

上
京
之
由
に
御
坐
候　
戸
村

様
よ
り
此
頃
書
信
有
之
候　
先
は

右
御
無
沙
汰
御
詫
旁
々
申
上
候　
敬
具

九
月
十
九
日　
　
　
春
草
生

　
　齋

藤
隆
三
様

　
　
　
　
　
　
座
右

資料27
菱田春草	
「書簡・齋藤隆三宛」
明治41年９月19日

（24）
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別表　横山大観・菱田春草「齋藤隆三宛書簡」一覧
資料
番号 作者 作品名 制作年

（和暦）
制作年
（西暦） 月日 法量（cm） 所蔵 備考

1
横山大観、
菱田春草、
木村武山

書簡・齋藤隆三、
佐藤勇作宛 明治40 1907 1月9日 封筒：21.0×8.3、巻紙：18.0×99.5

2 日本美術院 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 1月15日 封筒：22.2×9.0、巻紙：18.0×59.0 当館
3 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 1月27日 封筒：20.0×8.5、巻紙：18.0×57.5 当館
4 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 2月9日 封筒：21.0×8.5、巻紙：17.5×82.5 当館
5 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 2月17日 封筒：21.0×8.5、巻紙：18.0×125.5 当館
6 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 2月24日 封筒：20.5×8.4、巻紙：17.9×69.2 当館
7 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 3月22日 封筒：20.5×9.0、巻紙：17.8×84.3 当館
8 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 4月1日 封筒：20.0×7.5、巻紙：18.2×110.0
9 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 6月11日 封筒：21.3×7.8、巻紙：17.8×92.0 当館
10 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 8月7日 封筒：21.0×8.0、巻紙：18.0×108.0 当館
11 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 2月4日 封筒：19.2×7.5、巻紙：18.0×77.5
12 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 4月17日 封筒：19.5×7.2、巻紙：16.2×126.0 当館
13 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 5月2日 封筒：19.5×7.2、巻紙：18.0×151.0 当館
14 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 5月24日 封筒：19.5×7.3、巻紙：19.0×101.0 当館
15 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 6月22日 封筒：18.5×6.8、巻紙：17.7×149.0 当館
16 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 7月26日 封筒：19.3×7.2、巻紙：19.0×73.5 当館
17 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 9月13日 封筒：20.3×8.3、巻紙：17.8×163.0 当館
18 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治42 1909 3月30日 封筒：20.0×7.2、巻紙：18.0×133.0 当館
19 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治42 1909 5月10日 封筒：20.5×8.2、巻紙：18.0×127.0 大観会申込書付属
20 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治42 1909 7月17日 封筒：20.0×7.8、巻紙：18.2×126.0

横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治42 1909 9月9日 封筒：20.0×7.8、巻紙：17.5×101.0 『横山大観』第4巻昭和2（大日本絵
画巧芸美術、1980）掲載

21 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治42 1909 10月6日 封筒：19.5×7.8、巻紙：18.0×95.0
22 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治42 1909 10月22日 封筒：19.0×6.3、巻紙：18.0×68.0
23 横山大観 書簡・齋藤隆三宛 明治44 1911 7月31日 封筒：19.0×7.0、巻紙：18.0×87.5

菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 不詳 12月9日 巻紙：17.8×63.5
『総合年譜』『菱田春草　続』掲載
（『菱田春草　続』に明治29年とあ
るが封筒を欠き根拠不明）

菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 7月15日 封筒：20.2×8.4、巻紙：17.5×132.5 当館『総合年譜』『菱田春草　続』掲載

24 菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 10月6日 封筒：20.1×8.2、巻紙：18.0×84.5 当館『総合年譜』に明治41年1月6日書簡と紹介されるが誤り。
菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治40 1907 12月22日 封筒：20.8×8.5、巻紙：18.2×101.5 当館『総合年譜』『菱田春草　続』掲載
菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 1月19日 封筒：21.2×8.3、巻紙：18.0×76.3 当館『総合年譜』『菱田春草　続』掲載
菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 1月25日 封筒：20.0×8.3、巻紙：17.8×86.3 当館『総合年譜』『菱田春草　続』掲載
菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 1月30日 封筒：20.5×8.3、巻紙：17.5×237.0 当館『総合年譜』『菱田春草　続』掲載
菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 2月16日 封筒：20.5×8.4、巻紙：17.8×147.1 当館『総合年譜』『菱田春草　続』掲載
菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 2月29日 封筒：20.7×8.5、巻紙：17.5×96.0 当館『総合年譜』『菱田春草　続』掲載

25 菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 3月14日 封筒：21.0×8.2、巻紙：17.5×111.0 当館
菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 4月13日 封筒：20.8×8.3、巻紙：18.2×127.0 当館『総合年譜』『菱田春草　続』掲載
菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 6月10日 封筒：22.0×8.5、巻紙：18.0×65.0 『総合年譜』『菱田春草　続』掲載
菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 6月24日 封筒：19.7×7.8、巻紙：18.4×97.0 『総合年譜』『菱田春草　続』掲載

26 菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 8月15日 封筒：20.5×8.5、巻紙：19.5×118.8
27 菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治41 1908 9月19日 封筒：20.0×7.8、巻紙：18.0×104.0

菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治42 1909 11月1日 封筒：20.5×7.8、巻紙：18.0×60.5 『総合年譜』『菱田春草　続』掲載
菱田春草 書簡・齋藤隆三宛 明治43 1910 3月5日 封筒：20.5×8.0、巻紙：17.4×71.0 『総合年譜』『菱田春草　続』掲載
菱田春草 葉書・齋藤隆三宛 明治43 1910 12月9日 14.0×9.0 『総合年譜』掲載

凡例
・「所蔵」が「当館」の資料は茨城県天心記念五浦美術館蔵を示す。
・月日は書簡あるいは封筒の記載による。
・先行研究で既に紹介された書簡資料については「備考」でその旨を記した。なお文献名は次のとおり省略して記載している。
　『総合年譜』：下伊那教育会編『菱田春草総合年譜』（下伊那教育会、1974年）
　『菱田春草　続』：菱田春夫編著『菱田春草　続』（大日本絵画巧芸美術、1978年）

（23）
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